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特集

未来のためのチーム医療

　「チーム医療」という言葉は様々な意味合い
で使われます。医療に携わる多くの職種の連携
はもちろん、いくつかの診療科にまたがった協
同体制や、病院や診療所の間での協力関係
による医療など多様な形態があります。
　今号の特集では「未来のためのチーム医療」
と題し、本学におけるチーム医療について紹
介しました。基本理念のひとつとして、質の高
い医療を地域に提供することを掲げている本
学の「地域連携」の取り組みのほか、医学部と
歯学部の両附属病院を有する特色を活かした

「医歯連携」、そしてチーム医療の担い手を
育成する「教育連携」に焦点を当てました。
　多様な連携の形をお伝えするため、取材先
は今までになく多いものとなりました。取材対象
の医療従事者や教職員の皆さんがそれぞれ、
患者さんのために自分の立場で何をするべきか
を考え、よりよい医療を提供するために今後何

ができるかに思いを巡らせていたことが印象的
でした。
　複数の疾患を発症している患者さんは少なく
ありません。治療にあたっては、体全体をケア
できる大学病院の役割は大きいと考えられます。
医学部附属病院と歯学部附属病院における本
学のリソースの豊かさは、充実した全人的な医
療体制の源となっています。疾患に対して現象
という見方で目を向けるのではなく、患者さん全
体を捉え、最善の道を探っていくことが今まさ
に求められています。
　さて、国府台キャンパスに古墳があることを
ご存知でしょうか。21ページの「医科歯科百景」
では、市川市立市川考古博物館にご協力いた
だき、法皇塚古墳から発掘・復元された埴輪と
馬具を撮影しました。館内には古墳の模型や
副葬品が展示されていますので、ぜひ一度お
訪ねください。

編集後記
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３つの柱で連携を推進

未来のためのチーム医療
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教育連携
医歯連携
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私
が
学
長
に
就
任
し
て
、
早
１
年
半
が
経
ち
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、大
学
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
て
、

大
学
の
執
行
部
体
制
、
学
内
の
組
織
体
制
、
教
育

な
ど
教
養
改
革
を
行
い「B

loom
!

医
科
歯
科
大
」

な
ど
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
号
は「
チ
ー
ム
医
療
」を
特
集
と
し
て
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　

本
年
5
月
、
大
学
間
協
定
の
締
結
を
目
指
し
て

ネ
バ
ダ
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
中
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ

病
棟
の
回
診
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

レ
ジ
デ
ン
ト
に
よ
る
病
状
説
明
の
後
、
医
師
だ
け

で
な
く
、看
護
師
、薬
剤
師
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

臨
床
栄
養
士
が
発
言
し
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
多

角
的
な
方
面
か
ら
の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
役
教
授
時
代
、
米
国
で
の
国
際
学
会
出
席
の

折
、
機
会
が
あ
れ
ば
臨
床
現
場
を
見
学
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
と
比
較
し
て
議
論
す
る

役
者
が
一
層
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
21
世
紀
の
医
療
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
個
別
化
予
防
医

学
、
す
な
わ
ち
先
制
医
療
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
年
齢
に
関
係
な
く
健
康
に
日
常
生
活

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
よ
う
に
、
個
人
の
遺
伝
的

背
景
を
基
に
、
食
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
生
活

指
導
お
よ
び
医
療
面
か
ら
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

（
ド
ッ
ク
）を
個
人
に
合
っ
た
形
で
ア
ド
バ
イ
ス
と

健
診
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
再
生
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
通
常
の
生
活

を
送
る
期
間
が
延
び
る
と
考
え
ら
れ
、
一
層
の
超

高
齢
社
会
が
到
来
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
で
は
、
ま
す
ま
す
全
人
的
医
療
が

必
要
で
あ
り
、
在
宅
医
療
す
な
わ
ち
、
自
宅
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
る
と
予
測
さ
れ

ま
す
。

　

そ
の
他
、
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
が
普
及
し
自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
そ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
修
理
す
る
施
設
が
拡

大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

結
果
、
全
人
的
医
療
と
在
宅
医
療
が
一
層
望
ま

れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
学
の
基
本
理
念
は「
知
と
癒
し
の
匠
を
創
造

し
、
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
。」で
あ
り
、
時
代
毎

の
社
会
の
要
請
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

本
学
が
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
人
々
の
幸
福
に

貢
献
す
る
た
め
に
は
、
上
記
の
状
況
を
考
え
て
地

域
連
携
に
よ
り
在
宅
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
チ
ー
ム
医
療
で
援
助
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
学
生
時
代
か
ら
、
チ
ー
ム
医
療
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
医
学
生
、
歯
学
生
、
看
護

学
生
、
検
査
学
生
、
衛
生
士
学
生
の
他
に
早
稲
田

大
学
や
星
薬
科
大
学
か
ら
の
学
生
も
参
加
す
る
教

育
連
携
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
の
特
徴
で
あ
る
医
学
部
附
属
病
院

と
歯
学
部
附
属
病
院
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
一
体
と
な
っ
て
患
者
さ

ん
へ
対
応
す
る
医
歯
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

今
号
は
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
す
る
た
め
に
重
要

な
教
育
連
携
、
医
歯
連
携
お
よ
び
地
域
連
携
の
３

つ
の
側
面
か
ら
包
括
的
、
全
人
的
医
療
を
実
践
し

進
化
さ
せ
る
、
本
学
の
意
気
込
み
を
実
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
の
基
本
理
念
に
は「
知
と
癒
し
の
匠
を
創

造
し
、東
京
の
こ
の
地
か
ら
世
界
へ
と
翼
を
広
げ
、

人
々
の
健
康
と
社
会
の
福
祉
に
貢
献
し
ま
す
。」と

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
国
内
に
お
け
る
全
人
的
医
療

活
動
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
卒
業
生
に
出
会
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
本
学
も
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東京医科歯科大学 学長

吉澤靖之
Yasuyuki Yoshizawa

౦ژҩՊࣃՊ大学ʹはҩ学෦ෟଐපӃとࣃ学෦ෟଐපӃの̎ͭのපӃが Γ͋·͢。ҩՊとࣃՊの྆ํをඋ て͑いる͜ とはຊ学のಛ௃で Γ͋、強みで͢。

世
紀
の
医
療
を
考
え
る

21
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歯
科
医
師
に
よ
る

訪
問
診
療
で

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

貢
献

͜Ε͔ΒのҩྍͰ͸ɺऀྸߴ΍͕Μ͞ऀױΜʹର͢Δྍ࣏ͳͲɺ
਍ྍՊ΍৬छΛ௒͑たνʔϜମ੍͕͔ܽͤͳ͍ɻ

͞Βʹɺֶ಺ʹͱͲ·Βͳ͍஍Ҭ࿈ܞ΋ॏ要ʹͳΔɻ
ͦのΑ͏ͳதɺҩֶ෦ͱֶࣃ෦Λͪ࣋ɺ֤਍ྍՊɺ֤৬छʹ͓͍ͯ

Պେֶ͕࣮ફ͢ΔࣃҩՊژΔ౦ތϨϕϧΛ͍ߴ
νʔϜҩྍのݱঢ়ͱະདྷ͸ͲのΑ͏ͳ΋のͳの͔ɻ
஍Ҭ࿈ܞɺ教育࿈ܞɺҩࣃ࿈ܞͱ͍͏ � ͭの؍఺͔Β

ͦの͋ΓํΛ୳͍ͬͯ͘ɻ

未来のためのチーム医療
特集 

�ͭのபͰ࿈ܞΛਪਐ
地
域
連
携

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
地
域
と
連
携

し
た
チ
ー
ム
医
療
を
重
視
し
て
実
践
し
て

い
る
。
中
で
も
歯
学
部
附
属
病
院
の
摂
食

嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
外
来
が
取
り

組
む
訪
問
診
療
の
現
場
に
同
行
し
た
。　

　
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
出
発
し
ま
し
ょ
う
か
」

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
附
属
病

院
・
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
外

来
の
診
療
科
長
で
あ
る
戸
原
玄は

る
か

准
教
授

を
筆
頭
に
、
加
治
佐
枝
里
子
先
生
、
田
村

厚
子
先
生
の
３
人
の
歯
科
医
師
は
Ｊ
Ｒ
御

茶
ノ
水
駅
に
向
か
っ
た
。

　

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
外
来

で
は
、
摂
食
嚥
下
機
能
の
低
下
を
感
じ
る

患
者
さ
ん
を
対
象
に
、
摂
食
嚥
下
機
能
の

評
価
や
訓
練
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
外
来
診
療
の
ほ
か
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
毎
日
、
患
者
さ
ん
の
自

宅
や
入
所
し
て
い
る
施
設
へ
の
訪
問
診
療

（
往
診
）を
行
う
。

　

訪
問
す
る
の
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
か

ら
半
径
16
㎞
以
内
で
、
埼
玉
県
川
口
市
や

千
葉
県
市
川
市
も
訪
問
範
囲
だ
。
戸
原
准

教
授
は
ほ
ぼ
毎
日
、
こ
う
し
て
訪
問
診
療

に
出
か
け
る
。
１
日
に
訪
問
す
る
患
者
数

は
５
、６
人
。
施
設
な
ら
ば
一
度
の
訪
問
で

４
〜
８
人
診
察
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

๚໰਍療ʹ޲か͏ઁ৯ᅞԼϦϋϏϦςʔγϣン֎དྷのνʔϜ。

ຖि�ճ行ΘΕる؇࿨έΞνʔϜのΧンϑΝϨンε。 શ学Պの学生がϫʔΫγϣοプࣜܗで学ͿʮνʔϜҩ療ೖ門ʯ。

地
域
連
携

教
育
連
携

医
歯
連
携
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ご
家
族
、主
治
医
な
ど
と
連
携
し

口
か
ら
の
食
事
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
日
は
、
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
近
く
に
住
む

３
人
の
患
者
さ
ん
の
自
宅
へ
訪
問
し
た
。

１
軒
目
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ（
筋
萎
縮
性
側
索
硬

化
症
）を
患
う
80
代
の
男
性
宅
。
居
間
の

中
央
に
設
置
さ
れ
た
介
護
用
ベ
ッ
ド
に
寝

た
ま
ま
の
男
性
は
、
自
由
に
体
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
が
、
不
明
瞭
な
が
ら
も

言
葉
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能

で
、口
か
ら
食
事
を
摂
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
こ
数
日
、
食
べ
物
が
喉
に
詰

ま
る
よ
う
な
感
覚
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

そ
の
具
合
を
診
に
き
た
。

　

室
内
に
は
、
男
性
と
そ
の
ご
家
族
の
ほ

か
、
主
治
医
、
言
語
聴
覚
士
、
訪
問
介
護

の
ヘ
ル
パ
ー
も
同
席
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
発
言
し
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
診
察

を
進
め
て
い
く
。
こ
こ
で
は
患
者
さ
ん
本

人
や
ご
家
族
も
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
。

　
「
で
は
少
し
ず
つ
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
様
子
を
一
通
り
確
認
し
ま
す
」

　

時
刻
は
丁
度
お
昼
時
。
患
者
さ
ん
に
実

際
に
食
事
を
し
て
も
ら
い
、
口
に
入
れ
た

食
べ
物
を
咀
嚼
・
嚥
下
す
る
様
子
を
経
鼻

内
視
鏡
で
観
察
す
る
。
内
視
鏡
ス
コ
ー
プ

の
画
像
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
無
線
で

送
ら
れ
、
カ
ラ
ー
で
ク
リ
ア
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
戸
原
准
教
授
は
そ
の
画
像
な

ど
を
も
と
に
、
食
べ
る
と
き
の
姿
勢
や
食

べ
物
の
固
さ
・
形
態
、
食
材
な
ど
を
歯
科

医
師
の
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　
「
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
食
事
が
楽
し

み
の
一
つ
で
、
わ
ず
か
で
も
自
分
の
口
か

ら
食
べ
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
摂
食
嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と

誤
嚥
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
そ
う
い
っ
た

リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
可
能
な
限
り
口
か
ら

食
事
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で

す
」と
、
戸
原
准
教
授
は
話
す
。

　

こ
の
日
訪
れ
た
も
う
一
人
の
患
者
さ
ん

は
、
交
通
事
故
に
よ
る
頭
部
外
傷
で
寝
た

き
り
に
な
っ
た
男
性
。
こ
こ
で
は
、
ご
家

族
の
ほ
か
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
師
と

一
緒
に
、食
事
な
ど
の
情
報
共
有
を
し
た
。

ま
た
、こ
の
日
は
同
席
し
て
い
な
か
っ
た
言

語
聴
覚
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
も
熱

心
に
ご
家
族
か
ら
聞
い
て
い
た
。
言
葉
を

話
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
文
字
を
書
く

こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
食
べ
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
言
語
聴
覚
士
と

の
連
携
の
重
要
性
も
意
識
し
て
い
る
。

地
域
医
療
を
担
う
存
在
と
し
て

診
療
所
と
の
連
携
・
交
流
も

　

日
本
で
は
す
で
に
国
民
の
４
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
が
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
を
目

処
に
医
療
や
介
護
の
需
要
が
一
気
に
高
ま

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。厚
生
労
働
省
で
は
、

そ
の
と
き
を
見
据
え
て
、在
宅
で
の
医
療
・

介
護
を
支
え
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
推
進
。
医
療
・
介
護
・
自
治
体
・

地
域
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
継
続
的
に

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を
支
え
て
い
く
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
施
で

は
、
多
職
種
連
携
に
よ
る
チ
ー
ム
体
制
が

欠
か
せ
な
い
。
医
療
・
介
護
の
分
野
で
は

訪
問
診
療
を
行
う
医
師
、
歯
科
医
師
、
看

護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
理
学
療
法
士
、
言

語
聴
覚
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
、
自
治
体
の
福
祉
担
当
者
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
実
に
多
く
の

人
々
が
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
外
来

に
よ
る
訪
問
診
療
は
、
そ
の
一
翼
を
担
う

取
り
組
み
で
も
あ
る
。
高
齢
者
や
寝
た
き

り
の
人
た
ち
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
や
適
切

な
指
導
に
よ
っ
て
細
菌
感
染
や
誤
嚥
性
肺

炎
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
予
防
医
療
の

面
か
ら
も
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
の

介
入
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
東
京
医
科
歯
科

大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属
病

院
に
は
、
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割

も
あ
る
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
地
域
医

療
連
携
拠
点「
御
茶
ノ
水
ド
ク
タ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
」に
参
加
。
在
宅
医
療
を
専
門
と
す
る

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
本
学
の
医
師
・
歯
科
医
師

に
よ
る
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。　

　

ま
た
、
医
学
部
附
属
病
院
の
入
院
患
者

さ
ん
の
居
住
地
調
査
に
よ
れ
ば
、
江
戸
川

区
、
足
立
区
、
文
京
区
、
江
東
区
、
墨
田

区
と
い
っ
た
、
東
京
の
北
東
部
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
エ
リ
ア
に
開
業
す
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
診
療
所
の
医
師
と
交
流
す
る
場
と
し

て
、
定
期
的
に「
地
域
医
療
懇
談
会
」を
開

催
し
、
ほ
か
の
病
院
や
診
療
所
と
連
携
を

推
進
す
る
体
制
づ
く
り
も
行
っ
て
い
る
。

チ
ー
ム
医
療
強
化
の
た
め

学
内
連
携
や
教
育
に
注
力

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
連
携
を
は
じ
め
と

し
た
チ
ー
ム
医
療
を
円
滑
に
進
め
る
に

は
、
医
科
と
歯
科
、
各
診
療
科
の
枠
を
超

え
た
連
携
、
医
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
な

ど
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
職
種
間

連
携
の
あ
り
方
と
い
っ
た
、
学
内
全
体
の

強
固
な
チ
ー
ム
体
制
が
不
可
欠
と
な
る
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
チ
ー
ム
医
療
の
特

色
や
構
想
に
つ
い
て
、田
中
雄
二
郎
理
事
・

副
学
長（
医
療
・
国
際
協
力
担
当
）は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
本
学
は
、
大
山
前
学
長
の
発
案
で
医

歯
学
融
合
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
医
歯

学
融
合
教
育
セ
ン
タ
ー
が
作
ら
れ
る
な

ど
、
職
種
間
連
携
の
し
や
す
い
基
盤
が
あ

り
ま
す
。
医
科
と
歯
科
の
両
方
が
あ
る
と

い
う
点
も
、
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
す
る
上

で
の
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

が
ん
診
療
の
拠
点
と
し
て
医
学
部
附
属

病
院
の
各
診
療
科
や
歯
学
部
附
属
病
院
、

地
域
診
療
所
な
ど
と
連
携
を
進
め
る
腫
瘍

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、褥
瘡
対
策
チ
ー
ム
、

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
、
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）な
ど
、
学
内
で
の
チ
ー
ム
医

療
体
制
も
充
実
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
将
来
の
チ
ー
ム
医
療
を
担
う

医
療
人
を
育
成
す
る
た
め
、
学
士
課
程
の

学
部
生
に
対
し
て
新
た
な
科
目「
チ
ー
ム

医
療
入
門
」を
設
置
。
東
京
医
科
歯
科
大

学
の
医
学
部
、
歯
学
部
の
学
生
の
ほ
か
、

早
稲
田
大
学
、
星
薬
科
大
学
の
学
生
が
参

加
し
て
チ
ー
ム
医
療
を
体
験
す
る
。
わ
ず

か
２
日
間
の
コ
ー
ス
だ
が
、
受
講
し
た
学

生
か
ら
は「
他
職
種
を
尊
重
す
る
気
持
ち

が
持
て
た
」「
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
適
な

判
断
を
す
る
訓
練
が
で
き
る
」と
い
っ
た

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

高
齢
化
を
迎
え
た
日
本
で
は
、
今
後
は

一
層
、
地
域
間
お
よ
び
多
職
種
間
の
医
療

連
携
が
重
要
に
な
る
。
東
京
医
科
歯
科
大

学
の
チ
ー
ム
医
療
を
盤
石
な
も
の
と
し

て
、
広
く
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

未来のためのチーム医療
特集

地域連携
ઁ৯ᅞԼϦϋϏϦςʔγϣン֎དྷの๚໰਍療の༷͞ऀױ。ࢠんຊਓ
は΋ͪΖん、ͦの家଒΍、かかΓ͚ͭのҩࢣ、ϗʔϜϔϧύʔΒとີ
ͳίϛϡχέʔγϣンをऔΓͳがΒ਍療ʹ͋ͨる。ؒ࣌�͖ͭʹݢ�ఔ
౓か͚て、͞ऀױんの৯΂る༷ࢠをݟͳがΒ࠷దͳࢧԉํ๏をߟ る͑。
तΒのνʔϜがΏっڭ।ݪށ Γ͘ஸೡʹ࿩をฉ༷͘ 。がҹ৅తͩࢠ

ాத༤ೋ࿠ཧࣄɾ෭学௕
ʢҩ療ɾྗڠࡍࠃ担౰ʣ

ઍ༿ࢢݝ઒ࢢ���
���ࢢޱ઒ݝۄ࡛
ઍ༿ݝધࢢڮ���
౦ژ౎ઍ代ా۠���
౦ژ౎世ా୩۠���
౦ژ౎ߥ઒۠���
౦ژ౎ਿฒ۠���
౦ژ౎த໺۠���
౦ژ౎๺۠���
���ࢢ૲Ճݝۄ࡛
౦ژ౎൘۠ڮ��� ౦ژ౎๛ౡ۠���

౦ژ౎ށߐ઒۠���ˋ

౦ژ౎଍ཱ۠���

౦ژ౎จ۠ژ���

౦ژ౎ߐ౦۠���

౦ژ౎๽ా۠���

౦ژ౎ᷤ০۠���

౦ژ౎୆౦۠���
౦ژ౎࿅അ۠���

東京医科歯科大学
医学෦ෟଐපӃの
ೖӃ͞ऀױんのॅډ஍
ʢ����೥�݄ʙ����೥
�݄ୀӃ͞ऀױんʣ

ͦのଞ���ˋ

ೖӃ͞ऀױんは౦ژ౎๺౦
෦がଟ を͘઎Ίて͓Γ、͜ の
ҩ療ݍʹとってෆՄܽͳප
Ӄで͋る と͜が分かる。
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未来のためのチーム医療
特集

医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
地
域
医
療

機
関
と
の
病
診
・
病
病
連
携
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
医

療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
外
部
の
医
療
機
関

と
の
連
携
機
能
と
し
て
、「
前
方
支
援（
受

け
入
れ
）」「
後
方
支
援（
送
り
出
し
）」「
患

者
さ
ん
の
心
的
負
担
の
軽
減
」と
い
う
３

部
門
体
制
で
活
動
し
て
い
る
。

　

前
方
支
援
を
行
う「
地
域
連
携
室
」は
、

ほ
か
の
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者

さ
ん
の
受
け
入
れ
窓
口
と
な
る
。
紹
介
患

者
さ
ん
の
受
診
予
約
か
ら
、
受
診
報
告
書

歯
学
部
附
属
病
院
で
は
、
他
院
か
ら

の
紹
介
に
よ
る
外
来
患
者
さ
ん
が

多
数
を
占
め
る
。
全
体
の
約
70
％
が
都
内

の
歯
科
医
院
か
ら
だ
が
、
中
に
は
東
北
や

九
州
な
ど
か
ら
診
察
を
受
け
に
く
る
患
者

さ
ん
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な
外
来
患
者
さ

ん
の
受
け
入
れ
を
、
地
域
歯
科
医
療
連
携

セ
ン
タ
ー
が
一
括
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

主
な
業
務
は
、
紹
介
元
の
歯
科
医
院
に

対
す
る
、
報
告
書（
来
院
通
知
）、
資
料
・

情
報
提
供
書
の
作
成
と
送
付
、
紹
介
患
者

さ
ん
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
な
ど
で
、
紹

介
元
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
に

が
、
歯
科
医
院
も
多
数
含
ま
れ
る
。
東
京

医
科
歯
科
大
学
な
ら
で
は
の
連
携
で
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
７
月
か
ら
は
、
連
携
協
定

を
結
ん
だ
病
院
を
対
象
に
、
紹
介
患
者
さ

ん
の
カ
ル
テ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
共
有
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
た
。

　
「
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
か
か
り
つ
け
の
医

師
と
の
間
で
、
患
者
さ
ん
の
診
療
経
過
に

関
す
る
情
報
共
有
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
本
院
で
行
う
最
先
端
の
治
療

や
医
療
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
病
院
の
先
生
方
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」と
話
す
の
は
、
泉
山
肇
セ
ン
タ
ー
長
。

　

一
方
、
後
方
支
援
を
行
う「
医
療
福
祉

支
援
室
」は
、
退
院
後
の
患
者
さ
ん
が
安

心
し
て
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援

す
る
部
門
だ
。
９
人
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）と
２
人
の
退
院
調
整
看
護

師
が
常
駐
し
、
医
療
費
や
介
護
保
険
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
相
談
な
ど
、
本
院

退
院
後
の
療
養
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
。
退
院
後
の
自
宅
療
養

が
難
し
い
場
合
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
病
院
や

療
養
型
病
院
な
ど
の
転
院
先
が
決
ま
る
よ

う
、
道
筋
を
立
て
る
手
伝
い
を
す
る
。

　
「
転
院
先
と
な
る
病
院
で
は
ど
こ
も

ベ
ッ
ド
が
不
足
し
て
い
て
、
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
院
の
担
当
医
師
が

個
人
的
な
つ
な
が
り
で
療
養
先
を
探
す
こ

と
も
多
く
、
医
師
の
負
担
も
少
な
く
あ
り

患
者
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
て
く
る
こ
と
も
多

い
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
有
病
者
へ
の
歯

科
治
療
・
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
歯
学
部
附
属
病
院
へ

の
ニ
ー
ズ
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の
歯
科
医
院
と
の

連
携
を
強
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
当
院
で
治
療
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
は
紹
介
元
に
お
任
せ
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
し
、
そ
の
後
の
治
療
に
役
立
て

る
た
め
に
も
、
当
セ
ン
タ
ー
で
の
記
録
や

対
応
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
」

　

紹
介
元
の
歯
科
医
院
か
ら
は「
患
者
さ

ん
が
実
際
に
受
診
し
た
か
ど
う
か
」「
ど
の

よ
う
な
治
療
を
し
た
か
」な
ど
、
細
か
な

問
い
合
わ
せ
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
問
い

合
わ
せ
に
は
で
き
る
だ
け
セ
ン
タ
ー
が
対

応
し
、
当
院
の
歯
科
医
師
た
ち
の
負
担
軽

減
に
貢
献
す
る
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
の
た
め
に
年
２
回
広

報
誌
を
発
行
。
新
し
い
設
備
や
機
器
、
治

療
法
な
ど
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歯
科
医

師
に
も
有
益
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
両
附
属
病

院
で
共
通
の
院
内
Ｗｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
な
ど
、
医
学
部
附
属
病
院
と
の
連

携
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
近
年
特
に
増

え
て
い
る
医
学
部
附
属
病
院
に
入
院
中
の

患
者
さ
ん
へ
の
周
術
期
口
腔
ケ
ア
は
口
腔

ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
も
、
後
方
支
援
が
重
要
で
す
」

　

医
学
部
附
属
病
院
の
入
口
を
入
っ
て
す

ぐ
左
側
に
あ
る「
患
者
相
談
室
」は
、
内
外

か
ら
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
毎
月
数
千
件
に
も
の
ぼ
る
。

　

相
談
内
容
は
、受
診
の
仕
方
か
ら
、治
療

や
薬
の
こ
と
、
苦
情
対
応
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の
Ｍ
Ｓ

Ｗ
、
退
院
調
整
看
護
師
や
事
務
職
員
の
ほ

か
、看
護
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
看
護
師
な
ど

病
院
全
体
が
協
力
し
て
対
応
し
、
医
学
的

な
質
問
に
は
、
内
科
医
の
泉
山
セ
ン
タ
ー

長
自
ら
答
え
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

今
後
は「
地
域
の
医
療
機
関
だ
け
で
な

く
、
歯
学
部
附
属
病
院
と
の
連
携
機
能
も

さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
た
い
」と
の
こ
と
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
学
内
外
の
医

療
連
携
が
さ
ら
に
加
速
す
る
だ
ろ
う
。

ケ
ア
外
来
が
行
っ
て
い
る
が
、
最
近
で
は

セ
ン
タ
ー
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を
経
由
し
た

利
用
が
増
え
て
い
る
。

　
「
今
は
ま
だ
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
て
、
医
学
部
附
属
病
院
と
歯
学
部
附
属

病
院
と
で
お
互
い
に
患
者
さ
ん
を
紹
介
し

合
う
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
知
ら
な
い
医
師

も
多
い
の
で
、
周
知
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
現
在
当
セ
ン
タ
ー
は
専
従
ス

タ
ッ
フ
体
制
で
は
な
い
た
め
、
業
務
範
囲

を
広
げ
に
く
い
と
い
う
制
約
も
あ
り
ま
す

が
、
院
内
外
問
わ
ず
、
専
門
性
の
高
い
歯

科
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
も
拡
充
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー（医
学
部
附
属
病
院
）

地
域
歯
科
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

（
歯
学
部
附
属
病
院
）

の
管
理
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
逆
紹
介

す
る
診
療
情
報
提
供
書
ま
で
を
一
括
管
理

す
る
こ
と
で
本
院
と
紹
介
元
の
医
師
た
ち

の
負
担
を
軽
減
す
る
。
ま
た
、
医
療
機
関

向
け
に『
医
療
連
携
だ
よ
り
』や
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
発
行
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
地
域

と
の
医
療
連
携
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
連

携
協
定
を
締
結
。
協
定
を
締
結
し
た
病
院

等
は
現
在
、
１
０
０
０
施
設
以
上
あ
り
、

年
々
増
え
て
い
る
と
い
う
。
連
携
病
院
の

多
く
は
関
東
圏
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
だ

は
、
ま
ず
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
対
応
す
る
。

　
「
歯
学
部
附
属
病
院
に
は
、
地
域
の
歯

科
医
院
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
患
者
さ
ん

が
多
数
紹
介
さ
れ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、

難
度
の
高
い
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を
必
要

と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
は
、
当
院
の
歯

科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
専
門
医
が
治
療
を
行

い
ま
す
」と
は
、
倉
林
亨
セ
ン
タ
ー
長
。

　

歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
専
門
性

の
高
い
治
療
の
ほ
か
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
重
篤
な
全
身
疾
患

を
持
つ
場
合
な
ど
、
全
身
管
理
が
必
要
な

ҩ学෦ෟଐපӃのೖޱをೖってࠨखʹ͋るҩ療࿈ࢧܞԉ
ηンλʔʮऀױ૬ஊࣨʯ。֎དྷ΍ೖӃ͞ऀױんかΒ༷ʑͳ૬
ஊがͤدΒΕる。

ઘࢁഹηンλʔ௕૔ྛږηンλʔ௕

地域連携

౦۠��ژ಺
�����

౦۠��ژ֎����ˋ

ˋ�����ݝۄ࡛

ઍ༿ݝ����ˋ

Ἒ৓ݝ����ˋ
ਆಸ઒ݝ����ˋ

ಢ໦ݝ����ˋ
ˋ����ݝഅ܈

ҩ学෦ෟଐපӃͦのଞ
���ˋ

ฏ成��೥౓�঺հݩ౎ಓ෎ݝผൺֱ

んが͞ऀױՊҩӃかΒࣃのࠃをத৺ʹશݍ学෦ෟଐපӃʹは、ؔ౦ࣃ
঺հ͞Εる。౦ژҩՊࣃՊ大学ҩ学෦ෟଐපӃかΒの঺հ΋͋る。

地域や関連病院との連携には学内の支援体制が
欠かせない。医学部附属病院、歯学部附属病院
で連携を支援するセンターを紹介する。
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未来のためのチーム医療
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高
齢
者
の
ケ
ア
で
は
、
加
齢
と
と
も
に

起
こ
る
身
体
機
能
の
変
化
、
合
併
す
る
疾

患
や
内
服
薬
の
増
加
な
ど
の
複
数
の
要
因

を
見
定
め
て
診
療
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
さ
ら
に
口
腔
医
療
、
全
身
医
療
の

進
歩
・
複
雑
化
な
ど
に
よ
り
、
多
職
種
間

の
連
携
、
協
調
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
２
０
１
２
年

度
に
初
め
て
、
学
士
課
程
全
学
科
の
最
終

学
年
学
生
が
全
員
参
加
し
て
行
う
専
門
職

連
携
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
チ
ー
ム
医

療
入
門
」を
導
入
し
ま
し
た
。
患
者
さ
ん

の
立
場
で
最
良
な
包
括
的
ケ
ア
を
提
供
す

る
人
材
の
育
成
が
目
的
で
す
。
参
加
し
た

学
生
達
は
、
症
例
に
沿
っ
た
問
題
解
決
の

た
め
に
、
自
身
の
職
種
の
専
門
性
を
発
揮

し
な
が
ら
、
患
者
中
心
の
最
良
な
医
療
の

た
め
に
議
論
を
行
い
ま
す
。
２
０
１
４
年

度
か
ら
は
、星
薬
科
大
学
薬
学
部
薬
学
科
、

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
健
康
福
祉
科

学
科
の
学
生
も
参
加
。
２
０
１
５
年
５
月

　
「
次
世
代
が
ん
治
療
推
進
専
門
家
養
成

プ
ラ
ン
」は
、
第
２
期
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
養
成
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
と
し
て

２
０
１
２
年
か
ら
５
年
間
の
計
画
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。本
学
を
基
幹
校
と
し
て
、

東
京
医
科
大
学
、
秋
田
大
学
、
弘
前
大
学
、

東
京
工
業
大
学
、
東
京
薬
科
大
学
の
６
校

で
連
携
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
期
の
プ
ラ
ン
の
全
国
的
な
特
徴
と

し
て
、
化
学
療
法
、
緩
和
ケ
ア
、
地
域
医

療
に
関
わ
る
人
材
育
成
の
た
め
、
関
連
講

座
を
多
く
の
大
学
で
新
設
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
本
学
の
臨
床
腫
瘍
学
分
野
と
秋

田
大
学
の
地
域
が
ん
包
括
医
療
学
講
座
が

新
設
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
学
に
お
い
て
は
、
臨
床
腫

瘍
学
分
野
新
設
に
と
も
な
っ
て
医
学
部
附

属
病
院
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
を
発
足
。
現
在
、

院
内
の
化
学
療
法
、
緩
和
ケ
ア
提
供
体
制

を
整
備
し
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
な
ど
の

チ
ー
ム
医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

初
旬
に
行
わ
れ
た
実
習
で
は
総
勢
３
２
０

名
ほ
ど
が
48
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
２
日

間
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
し
た
全
学

生
が
関
与
で
き
る
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
構
成

に
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
学
生
は
初
対
面

で
す
が
、
次
第
に
打
ち
解
け
、
後
半
に
は

白
熱
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
学

生
は
、
他
職
種
へ
の
理
解
を
深
め
、
チ
ー

ム
医
療
の
構
成
員
と
し
て
自
分
が
果
た
す

べ
き
役
割
と
連
携
す
る
必
要
性
を
認
識
す

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後

も
関
係
す
る
教
員
の
方
々
と
協
力
し
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
つ
い
て
も

２
０
１
４
年
８
月
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
プ
ラ
ン
と
臨
床
腫
瘍
学
分
野
・
腫
瘍
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
っ
て
、
今
後
、
が
ん

診
療
・
教
育
・
研
究
の
面
で
横
断
的
・
学

際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

本
プ
ラ
ン
で
は
、
豊
富
な
講
義
を
用
意

し
、
優
秀
な
講
師
陣
が
教
育
を
担
当
し
ま

す
。
生
の
講
義
を
行
う
こ
と
で
、
講
師
と

受
講
生
と
で
双
方
向
性
の
関
係
も
構
築
で

き
、
よ
り
深
い
理
解
と
さ
ら
な
る
興
味
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
大
学
間

で
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
遠

隔
講
義
も
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

６
大
学
間
で
は
有
機
的
に
連
携
し
て
い

ま
す
。
本
学
と
東
工
大
は
、
医
工
連
携
を

推
進
し
、
新
た
な
手
術
器
具
や
治
療
機
器

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
学
と
秋

田
大
学
と
は
、
低
侵
襲
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
と
の
協
働
に
よ
り
、
秋
田
大
学
の
関

連
病
院
に
お
い
て
低
侵
襲
手
術
教
育
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

養
成
コ
ー
ス
と
し
て
は
、
低
侵
襲
が
ん

治
療
専
門
医
養
成
、
が
ん
臨
床
研
究
・
エ

ビ
デ
ン
ス
実
践
医
療
人
養
成
、
総
合
腫
瘍

医
養
成
、
が
ん
医
療
事
務
職
員
養
成
の
４

コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
診

療
を
よ
り
包
括
的
に
行
い
、
患
者
さ
ん
、

ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
従
事
者
、
す

べ
て
の
病
院
職
員
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
、
事
務
部
門
と
の
連
携
が
不

可
欠
と
考
え
、
医
療
事
務
職
員
の
養
成
に

も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ラ
ン
を
修
了
し
た
学
生
に
は
、
が

ん
に
つ
い
て
の
自
然
科
学
的
な
知
識
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
な
ど

に
つ
い
て
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

常
に
人
と
の
関
係
性
が
重
要
に
な
る
医

療
現
場
で
、
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
、
医
療

従
事
者
の
み
な
ら
ず
事
務
職
員
ま
で
含
め

た
あ
ら
ゆ
る
他
者
に
対
し
て
、
お
互
い
の

価
値
観
や
立
場
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
え

る
感
覚
を
備
え
た
人
材
に
育
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
連
携

チ
ー
ム
医
療
の
た
め
の
学
部
・
大
学
院
教
育

が
ん
の
包
括
的
診
療
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
養
成

大
学
院
教
育 

次
世
代
が
ん
治
療
推
進
専
門
家
養
成
プ
ラ
ン

学
士
課
程
の
学
生
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
専
門
職
連
携
を
学
ぶ

学
部
教
育 

チ
ー
ム
医
療
入
門

த઒ඒಸ।ڭत
ʢҩࣃ学༥߹ڭҭࢧԉηンλʔʣ

तڭ୐ஐࡾ
ʢजᙾηンλʔʣ

医学෦医学科̒೥
鎌形 美那 ん͞

自分がこれまでの実習で学んだ知識が、
チーム医療でどう生かされていくのかを実
感できました。特に、医学的な治療方針
に関しては医学科が責任を持ってプラン
ニングする必要があり、責任とともにやり
がいを感じました。この実習を通して、チー
ム医療とは多角的な視点で治療方針を決
定していくプロセスであるということを再
確認しました。

医学෦อ݈Ӵੜ学科ٕࠪݕज़学専̐߈೥
内田 のぞみ͞ん

今まで、特に歯学領域については未知の
世界だったので歯学への興味を持つ第一
歩となりました。これまでは検査技師とし
て検査値・検査方法だけを重視しがちで
したが、「検査値の後ろには必ず生身の患
者さんがいる」ことを意識するようになり
ました。実際の現場で、検査技師がどの
ように他の職種に関わることができるかを
考えながら、実習に臨みたいと思います。

歯学෦歯学科̒೥
稲垣 有美 ん͞

この実習を通じて、職種により視点が異
なるということに気づきました。同じ疾患
でも多職種のアプローチを統合することで、
より良い医療を患者さんに提供できるの
だと思います。同時に、歯科医療につい
ての全責任は私たち歯科医師にあるとい
うことも改めて認識しました。今後の臨床
のため、自分の専門性をさらに高めてい
こうと考えています。

歯学෦ߢޱอ݈学科ߢޱอ݈Ӵੜ学専̐߈೥
今野 いろ葉 ん͞

チームで連携するためには、歯学的知識
に偏らずに医学的知識も十分身に付けて
おくことが重要です。多職種の特殊性や
役割について、各学科の発言からその実
際について学ぶことができました。今後の
実習では、歯科衛生士の活躍する場にお
ける介入の必要性や存在意義について自
身で考察し、他職種の役割も把握しつつ
臨んでいきたいと考えています。

歯学෦ߢޱอ݈学科ߢޱอ݈工学専̐߈೥
松平 和樹 ん͞

私は、「耳を傾ける」姿勢がチーム医療に
とって重要だと考えています。臨床の際、
歯科技工士は技工指示書に従いますが、
技工指示書には最低限の情報しかありま
せん。本学では疑問点はすぐに歯科医師
の方に質問して聞くことができます。将来
は、技工指示書だけでなく、歯科医師の
考えや意思を汲み取ることができる歯科
技工士になりたいと考えています。

医学෦อ݈Ӵੜ学科ޢ؃学専̐߈೥
猪澤 咲子 ん͞

現在、細分化された専門性の中で医療者
は働いています。そのような環境下の職
種間の連携で力を発揮できるのは看護師
ではないかと考えています。看護の視点
からチームで共有すべきことは、臆せず
伝えていきたい。他職種がそれぞれの専
門性を最大限発揮できるように、視野を
広く持ち、「医療」をコーディネートしてい
ける医療人を目指したいと考えています。

大学Ӄ医歯学૯߹ڀݚ科�౷߹ثٵݺප学෼໺ɹɹ内堀 健 ん͞

私は、がん治療についての知識をさらに深めたいと考え、基礎医学から化学療法
や緩和ケアといった実践医学まで多岐にわたる授業コースが用意されている次世代
がん治療推進専門家養成プランを受講しました。すでに自分の中で下積みのある
分野を改めて振り返りつつ、これまで興味があっても手を付けずにいた分野を学び、
効率的・多角的な学習が可能と考えたのです。各領域のプロフェッショナルな講師
陣の方々からお話を拝聴することで、自分の知識が整理されることはもちろんですが、
馴染みのない世界を知り、視野を広くもって時間を過ごしていくことの重要性を実
感しています。今後は、日常診療における能力はもちろんのこと、基礎医学や他分
野にも目が利く医療人を目指したいと考えています。

次世代がん治療推進専門家養成プランの連携体制

「次世代がん治療
推進専門家
養成プラン」
運営協議会

次世代がん治療推進専門家養成プランでは、大学ごとの
強みを生かして役割分担を行い情報共有を図っている。

東京医科
歯科大学 東京医科大学

弘前大学

秋田大学東京薬科大学

東京工業大学
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り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
が
協
力
し
て
、
術
前
の
数
日
間
、
免
疫

力
を
高
め
る
よ
う
な
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
術
後
の
合
併
症
リ
ス

ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　

術
前
管
理
の
一
環
で
、
歯
学
部
附
属
病

院
の
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
が
医
学
部

附
属
病
院
の
病
棟
に
行
き
、
口
腔
管
理
を

行
う
。

　
「
心
臓
や
食
道
な
ど
の
手
術
で
は
、 

口

腔
内
細
菌
に
よ
り
、
術
後
に
肺
炎
や
敗
血

症
な
ど
の
合
併
症
が
起
こ
り
や
す
い
。
し

た
が
っ
て
、
術
前
に
口
腔
ケ
ア
を
行
い
、

口
腔
内
の
環
境
を
改
善
し
て
お
く
こ
と
は

術
後
合
併
症
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
」

（
河
野
教
授
）

　

食
道
が
ん
、
頭
頸
部

が
ん
な
ど
は
、
手
術
に

よ
り
嚥
下
機
能
が
低
下

し
、
誤
嚥
性
肺
炎
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

な
ど
と
連
携
し
、
口
腔

ケ
ア
や
嚥
下
機
能
の
リ

糖尿病のための週末教育入院の概要糖尿病のための週末教育入院の概要
ʙ֓要ʙ�

༵ۚにೖӃ͠、೔༵ޙޕにୀӃ͢Δ୹ؒظのڭҭೖӃ༵ۚにೖӃ͠、೔༵ޙޕにୀӃ͢Δ୹ؒظのڭҭೖӃ༵ۚにೖӃ͠、೔༵ޙޕにୀӃ͢Δ୹ؒظのڭҭೖӃ༵ۚにೖӃ͠、೔༵ޙޕにୀӃ͢Δ୹ؒظのڭҭೖӃ

ि຤Λ༗効にར༻͠て
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���ᶄ�౶೘ප৯のମݧ
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ੜ׆श׳改ળに໾ཱͭ஌ࣝΛशಘ͢Δɻ

ʙ಺容ʙ
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と
協
力
し
て
、
栄
養
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　
「
糖
尿
病
の
場
合
、
私
た

ち
医
師
だ
け
で
な
く
、
栄

養
指
導
に
つ
い
て
は
栄
養

士
、
生
活
に
つ
い
て
は
看

護
師
、
運
動
に
つ
い
て
は

理
学
療
法
士
が
指
導
を
行

う
な
ど
、
多
職
種
で
サ

ポ
ー
ト
に
あ
た
り
ま
す
」と

語
る
の
は
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
代
謝
内

科
の
吉
本
貴
宣
講
師
。
し
か
し
、
軽
度
の

糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ

て
間
も
な
い
患
者
さ
ん
は
、
外
来
で
の
栄

養
食
事
指
導
だ
け
で
は
な
か
な
か
食
生
活

の
改
善
が
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
よ
り
毎
週
金
曜

日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
週
末
を
使
っ
た

「
糖
尿
病
週
末
教
育
入
院
」を
始
め
た
。

　

入
院
中
は
、
医
師
に
よ
る
糖
尿
病
教
室

で
糖
尿
病
に
つ
い
て
学
び
、
栄
養
士
か
ら

個
別
に
栄
養
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
看
護
師
の
指
導
の
下
で
１
日

に
数
回
、
患
者
さ
ん
自
身
で
血
糖
値
を
測

定
し
、
食
前
食
後
や
時
間
帯
な
ど
で
ど
の

よ
う
に
血
糖
値
が
変
動
す
る
か
体
験
で
き

る
の
だ
。

　
「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
食
事
量
と
血

糖
値
の
日
内
変
化
を
体
験
す
る
こ
と
で
患

者
さ
ん
は
糖
尿
病
と
い
う
疾
患
を
し
っ
か

り
と
認
識
で
き
る
よ
う
で
す
」

症
が
あ
る
。
糖
尿
病
・
内

分
泌
・
代
謝
内
科
で
は
、
関

連
診
療
科
と
連
携
し
て
治

療
・
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

　

糖
尿
病
で
は
、
食
事
に

よ
る
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
治
療
の
基
本
と
な
る
。
薬

を
使
っ
た
治
療
を
す
る
に

し
て
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
と
い
う
土
台
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
、
十
分
な
効

果
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
糖
尿
病
・

内
分
泌
・
代
謝
内
科
で
は
、
臨
床
栄
養
部

い
、
低
栄
養
の
進
行
抑
制
と
改
善
に
努
め

て
い
る
。
臨
床
栄
養
部
の
斎
藤
恵
子
副
部

長
は
語
る
。

　
「
臨
床
栄
養
部
で
は
、
入
院
中
の
患
者

さ
ん
に
糖
尿
病
や
腎
臓
病
、消
化
管
術
後
、

嚥
下
障
害
な
ど
あ
ら
ゆ
る
病
態
に
応
じ
た

食
事
を
提
供
し
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
入
院

と
外
来
の
患
者
さ
ん
に
糖
尿
病
な
ど
生
活

習
慣
病
の
集
団
教
室
や
、
個
別
の
栄
養
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、
栄
養
士
は
、
医
師
や
看
護
師

と
は
異
な
る
視
点
で
患
者
さ
ん
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　
「
栄
養
相
談
で
は
、
患
者
さ
ん
と
じ
っ

く
り
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
食
事
の
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
治
療
に
対
す
る
不
安

や
日
常
生
活
の
こ
と
な
ど
も
話
し
や
す
い

よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
気
づ
い
た
こ

と
は
、
医
師
や
看
護
師
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
、
治
療
に
役
立
て
ま
す
」

　

あ
ら
ゆ
る
診
療
科
や
多
職
種
と
連
携
す

る
Ｎ
Ｓ
Ｔ
や
臨
床
栄
養
部
の
取
り
組
み

は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
こ
れ
か
ら
の

医
歯
連
携
を
考
え
る
上
で
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
な
る
だ
ろ
う
。

　　

週
末
を
使
っ
た
教
育
入
院
で

糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
ケ
ア

　

糖
尿
病
の
合
併
症
に
は
、
網
膜
症
、
心

筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
と
い
っ
た
様
々
な
合
併

　

Ｎ
Ｓ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
の
古
屋
純
一
教
授

（
地
域
・
福
祉
口
腔
保
健
衛
生
学
）は
歯
科

医
師
の
側
か
ら
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
多
く
の
急
性
期
病
院
で
は
患
者
さ
ん

の
口
腔
内
の
問
題
が
発
見
さ
れ
に
く
く
、

口
か
ら
食
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
を
高
め
て

し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特

に
Ｎ
Ｓ
Ｔ
が
介
入
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に

は
口
腔
内
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。

本
学
に
は
、
口
腔
機
能
の
管
理
を
専
門
と

す
る
歯
科
医
師
、
専
門
的
な
口
腔
ケ
ア
を

行
う
歯
科
衛
生
士
が
い
る
。
入
院
中
の
患

者
さ
ん
の
口
腔
内
の
問
題
を
早
期
に
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
、
患
者
さ
ん
の
口
腔
内
の
問

題
を
含
む
全
身
状
態
の
情
報
を
共
有
す
る

た
め
、各
病
棟
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
リ
ン
ク
ド
ク
タ
ー

や
リ
ン
ク
ナ
ー

ス
、
病
棟
担
当

栄
養
士
と
連
携

し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｓ
Ｔ
専
従

栄
養
士
の
清
水

行
栄
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　
「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
で
は
、

患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
の
評
価
や
、食
事
・

経
腸
栄
養
・
静
脈
栄
養
を
考
慮
し
た
栄
養

計
画
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
栄
養
状

態
の
改
善
や
創
傷
治
癒
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
」

　

多
職
種
間
の
意
見
交
換
だ
け
で
な
く
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
も「
食
」に
対
す

る
思
い
を
聞
き
出
す
よ
う
心
掛
け
て
い
る

と
い
う
。
口
か
ら
少
し
で
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
の
が
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
臨
床
栄
養

部
の
役
目
だ
。

　

食
事
を
治
療
の
一
環
と
し
て

　

栄
養
管
理
・
指
導
を
実
践

　

 

臨
床
栄
養
部
は
、
先
で
述
べ
た
よ
う

な
周
術
期
の
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
栄

養
介
入
を
要
す
る
患
者
さ
ん
の
栄
養
管
理

を
担
っ
て
い
る
。
病
棟
担
当
栄
養
士
が
入

院
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
や
栄
養
摂
取
量

な
ど
を
把
握
し
、
適
切
な
栄
養
管
理
を
行

ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
場
合
は
医
学

部
附
属
病
院
内
で
必
要
に
応
じ
て
各
診
療

科
が
協
力
し
合
え
る
体
制
も
構
築
し
て
い

る
。

　
「
精
神
科
や
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
は
も
ち

ろ
ん
、
肺
疾
患
が
あ
れ
ば
呼
吸
器
内
科
、

心
臓
が
悪
い
人
な
ら
ば
循
環
器
内
科
な

ど
、
患
者
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
病
気
に

よ
っ
て
次
々
と
専
門
家
が
加
わ
っ
て
く
れ

る
体
制
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
ご
と
に
最
適

な
が
ん
治
療
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

（
河
野
教
授
）

　

栄
養
の
専
門
家
が
一
丸
で

　

入
院
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
を
改
善

　

低
栄
養
の
入
院
患
者
さ
ん
を
対
象
に
最

適
な
栄
養
療
法
を
提
供
す
る
の
が
、
河
野

教
授
が
チ
ェ
ア
マ
ン
を
務
め
る
Ｎ
Ｓ
Ｔ

（N
utrition Support T

eam
 ; 

栄
養
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）だ
。
学
内
の
医
師
、
歯
科

医
師
、
栄
養
士
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨

床
検
査
技
師
、
言
語
聴
覚
士
な
ど
が
職
種

を
超
え
た
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
し
て
い
る
。

未来のためのチーム医療
特集

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
多
職
種
の
ス

タ
ッ
フ
が
連
携
し
、
様
々
な
形
の
チ
ー
ム

医
療
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

栄
養
の
観
点
か
ら
連
携
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

　　

周
術
期
の
合
併
症
リ
ス
ク
を

　

チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト

　

周
術
期
に
は
、
患
者
さ
ん
の
栄
養
の
摂

取
状
態
に
加
え
、
口
腔
内
の
状
態
に
応
じ

た
口
腔
ケ
ア
が
必
要
に
な
る
。そ
の
た
め
、

医
学
部
、
歯
学
部
の
多
職
種
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
を

管
理
す
る
。
医
学
部
附
属
病

院
の
食
道
外
科
長
・
臨
床
栄

養
部
長
で
あ
る
河
野
辰
幸

教
授
は
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　
「
食
道
や
胃
と
い
っ
た
上

部
消
化
管
の
病
気
で
食
事

が
摂
れ
ず
、
低
栄
養
の
患
者

さ
ん
は
、
手
術
前
に
栄
養
状

態
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な

医
歯
連
携

医
科
・
歯
科
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
の
チ
ー
ム
医
療

तڭ԰७Ұݹ

νʔϜҩ療をݗҾ͢るՏ໺ୢڭ޾तʢࠨʣ

ྟচӫ養෦のௗӽ७ࢠओ೚ӫ養࢜ʢࠨʣ、ܙ౻ࡈ
ʢӈʣ࢜෭෦௕ʢதʣ、/45専ैのਗ਼ਫ行ӫӫ養ࢠ

౶೘පŋ಺分ൻŋ代ँ಺Պのத໺༤ೋ࿠ҩһ
ʢࠨʣ、٢ຊوએࢣߨʢதʣ、๥಺ྑଠ࿠ॿڭʢӈʣ



15 Bloom!  医科歯科大　No.19 14Bloom!  医科歯科大　No.19

医
学
研
究
を
は
じ
め
生
物
学
の
研

究
で
は
、
マ
ウ
ス
や
ラ
ッ
ト
な

ど
の
モ
デ
ル
動
物
の
存
在
が
欠
か
せ
な

い
。
特
に
医
療
分
野
で
は
、
人
の
様
々

な
病
気
を
再
現
し
た
疾
患
モ
デ
ル
動
物

が
、
病
態
の
解
明
や
創
薬
な
ど
に
役

立
っ
て
い
る
。

　

次
世
代
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
に
よ
る
遺

伝
子
解
析
技
術
が
進
ん
だ
現
在
は
、

次
々
と
疾
患
に
関
与
す
る
遺
伝
子
変
異

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヒ
ト

の
疾
患
に
関
与
す
る
遺
伝
子
変
異
を
再

現
し
た
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
を
作
製
す

る
こ
と
は
、
時
間
と
労
力
が
か
か
り
、

疾
患
研
究
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
任
意
の
遺
伝
子
配
列
を

特
定
の
遺
伝
子
部
位
に
組
み
込
ん
だ

ノ
ッ
ク
イ
ン
マ
ウ
ス
と
な
る
と
さ
ら
に

作
製
は
難
し
い
。
従
来
の
遺
伝
子
組
み

換
え
技
術
で
ノ
ッ
ク
イ
ン
マ
ウ
ス
を
作

製
で
き
る
確
率
は
１
％
程
度
だ
。

場
所
の
目
印
と
な
る
核
酸（
ガ
イ
ド
Ｒ

Ｎ
Ａ
）と
、
そ
の
場
所
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切

断
す
る
ハ
サ
ミ（Cas9

）と
い
う
２
つ

の
部
品
だ
け
。
こ
れ
ら
を
マ
ウ
ス
の
受

精
卵
に
注
入
す
る
と
い
う
簡
便
な
方
法

だ
。
こ
の
と
き
に
任
意
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
一

緒
に
入
れ
て
お
け
ば
ノ
ッ
ク
イ
ン
マ
ウ

ス
が
で
き
る
。
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
の

作
製
に
か
か
る
期
間
は
、
受
精
卵
が
着

床
し
て
仔
マ
ウ
ス
誕
生
に
至
る
1
カ
月

程
度
と
、
そ
れ
ま
で
の
数
年
か
ら
大
幅

に
短
縮
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
ノ
ッ
ク
イ
ン
マ
ウ
ス
の
作

製
効
率
は
10
％
程
度
と
低
い
た
め
、
世

界
中
で
引
き
続
き
開
発
競
争
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
、

い
ち
早
くCRISPR/Cas

シ
ス
テ
ム

を
改
良
し
て
高
効
率
化
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
の
が
難
治
疾
患
研
究
所
分
子

神
経
科
学
分
野
の
田
中
光
一
教
授
ら
の

グ
ル
ー
プ
。
改
良
型CRISPR/Cas

に
分
け
て
１
つ
ひ
と
つ
が
短
く
な
っ
た

こ
と
で
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
化
学
合
成
が
可
能

に
な
り
、
ノ
ッ
ク
イ
ン
の
効
率
も
各
段

に
良
く
な
っ
た
。

　

２
つ
目
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
断
す
る

Cas9

の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
で
は

な
く
、Cas9

た
ん
ぱ
く
質
を
注
入
し

た
こ
と
だ
。
従
来
はCas9

の
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
注
入
し
、
受
精
卵

の
中
で
た
ん
ぱ
く
質
が
合
成
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
い
た
が
、
こ
の
場
合
、
切
る

べ
き
で
な
い
場
所
を
切
っ
て
し
ま
う
エ

ラ
ー
が
度
々
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
れ
よ

り
は
受
精
卵
の
中
で
す
ぐ
に
分
解
さ
れ

る
た
ん
ぱ
く
質
の
状
態
で
注
入
し
た
方

が
作
用
時
間
を
短
縮
で
き
、
エ
ラ
ー
が

減
る
と
考
え
た
の
だ（
図
１
）。

　
「
こ
の
方
法
は
、
化
学
合
成
し
た
Ｒ

Ｎ
Ａ
とCas9

た
ん
ぱ
く
質
を
混
ぜ
て

受
精
卵
に
注
入
す
る
だ
け
な
の
で
、我
々

は『
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
・
ゲ
ノ
ム
編
集
』と

呼
ん
で
い
ま
す
。
発
想
と
し
て
は
ど
れ

も
自
然
の
状
態
に
近
づ
け
た
だ
け
。
し

か
し
、
そ
れ
に
よ
り
効
率
、
簡
便
性
、

正
確
性
が
大
幅
に
向
上
し
た
の
で
す
」

ヒ
ト
化
マ
ウ
ス
作
製
や

遺
伝
子
治
療
実
現
に
も
光

　

CRISPR/Cas

シ
ス
テ
ム
の
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
を
使
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
生
物

の
遺
伝
子
改
変
が
容
易
に
な
る
。
そ
の

た
め
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
と
な

る
植
物
や
藻
類
の
品
種
改
良
な
ど
に
も

応
用
が
可
能
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
や

環
境
分
野
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

田
中
教
授
は
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
こ
の
研
究
成
果
の
応
用
は
様
々
な

分
野
に
適
用
で
き
る
で
し
ょ
う
。
私
と

し
て
は
、
精
神
疾
患
の
病
態
解
明
や
創

薬
に
つ
な
げ
た
い
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
原
因
と
な
る
た
ん
ぱ
く
質
の
全
長
を

ヒ
ト
化
し
た
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
は
ま
だ
存

在
し
ま
せ
ん
。
我
々
が
開
発
し
た
改
良

型C
R

ISPR
/C

as

シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
、
様
々
な
ヒ
ト
遺
伝
子
を
持
つ
ヒ
ト

化
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
作
っ
て
み
た
い
。

ヒ
ト
と
マ
ウ
ス
で
は
薬
物
代
謝
酵
素
が

異
な
り
ま
す
が
、
薬
物
代
謝
酵
素
を
ヒ

ト
化
し
た
マ
ウ
ス
が
あ
れ
ば
、
薬
物
の

血
中
動
態
な
ど
を
よ
り
正
確
に
判
断
で

き
る
で
し
ょ
う
」

　

田
中
教
授
は
、
最
終
的
に
は
、
破
壊

さ
れ
た
遺
伝
子
を
正
常
な
遺
伝
子
に
置

き
換
え
る
遺
伝
子
治
療
ま
で
視
野
に
入

れ
て
い
る
。こ
の
一
連
の
研
究
成
果
は
、

医
療
や
生
命
科
学
の
研
究
に
貢
献
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
科
学
分
野
の
研

究
全
般
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

モデル動 物 の 作 製を高 効 率 化
医 学 研 究 の 発 展に大いに貢 献

ͨͳかɾ͜͏ いͪ
����೥৽ׁ大学ҩ学෦ଔۀ。����
೥ಉ大学Ӄҩ学ڀݚՊਆܦԽ学ത
՝ఔम࢜ ʢྃҩ学ത࢜ʣ。ཧԽ学ݚ
、νʔϜڀݚωοτϫʔΫߟࢥॴڀ
、てܦηンλʔをܦਫ਼ਆɾਆཱࠃ
����೥ΑΓݱ৬。ڀݚ分໺はਆܦ
Պ学Ұൠ。ਫ਼ਆ࣬ױ、ਆܦมੑ࣬
ߴର৅として、೴ڀݚͳͲをओͳױ
次ػೳの分ࢠɾࡉ๔Ϩϕϧでのղ໌
を໨͢ࢦ。ॴଐ学ձは、೔ຊਆܦՊ
学ձ、೔ຊ生ཧ学ձ、೔ຊਆܦԽ学
ձ、๺ถਆܦՊ学ձ。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
遺
伝
子
改
変
マ
ウ

ス
の
作
製
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る

技
術
と
し
て
世
界
的
に
注
目
を
集
め
て

い
る
の
が「
ゲ
ノ
ム
編
集
」と
呼
ば
れ
る

技
術
で
あ
る
。

ノ
ッ
ク
イ
ン
を
可
能
に
す
る

最
新
の
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

　

２
０
１
２
年
に
ダ
ウ
ド
ナ
と
シ
ャ
ル

パ
ン
テ
ィ
エ
ら
が
開
発
し
た
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術「CRISPR/Cas

（
ク
リ
ス
パ
ー

／
キ
ャ
ス
）シ
ス
テ
ム
」は
、「
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
間
違
い
な
し
」と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
生
命
科
学
分
野
の
研
究
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。従
来
の
Ｅ
Ｓ
細
胞（
胚

性
幹
細
胞
）を
用
い
た
技
術
と
比
べ
て
、

遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
の
作
製
に
か
か
る

時
間
、
労
力
、
コ
ス
ト
を
大
幅
に
減
少

で
き
る
技
術
だ
か
ら
だ
。

　

C
R

ISPR
/C

as

シ
ス
テ
ム
で
必
要

と
な
る
の
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
改
変
し
た
い

೉治࣬ڀݚױॴ�分ࢠਆܦՊ学分໺���田中光一ڭत

シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
、
ノ
ッ
ク
イ
ン
マ

ウ
ス
の
作
製
効
率
が
一
気
に
50
％
ま
で

上
昇
す
る
。

自
然
の
状
態
に
近
づ
け
て

効
率
・
正
確
性
・
利
便
性
が
向
上

　

田
中
教
授
は
、
う
つ
病
、
統
合
失
調

症
、
Ａ
Ｌ
Ｓ（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）

な
ど
、
精
神
神
経
疾
患
を
研
究
対
象
と

し
て
お
り
、
モ
デ
ル
動
物
作
製
の
効
率

化
は
大
き
な
課
題
だ
っ
た
。
田
中
教
授

は
研
究
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
こ
の
研
究
の
き
っ
か
け
は
、
神
経

変
性
疾
患
の
１
つ
で
あ
る
緑
内
障
に
対

し
て
、
特
異
的
な
遺
伝
子
変
異
を
再
現

す
る
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
作
る
こ
と
で
し

た
。
そ
の
た
め
の
研
究
が
、
結
果
と
し

て
ゲ
ノ
ム
編
集
の
効
率
を
大
幅
に
改
善

す
る
こ
と
に
な
り
、
今
や
世
界
中
の
研

究
者
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

２
０
１
５
年
４
月
に
発
表
さ
れ
た
こ

の
論
文
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
1
万 

５
０
０
０
件
以
上
に
上
る
と
い
う
。

　

改
良
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
き
く
分
け

て
２
つ
あ
る
。
１
つ
目
は
、
従
来
の
方

法
で
は
１
本
の
鎖
状
に
つ
な
げ
ら
れ
て

い
た
ガ
イ
ド
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
、
自
然
界
の
状

態
と
同
じ
２
つ
に
分
割
し
た
こ
と
。
従

来
法
で
は
１
本
鎖
の
方
が
注
入
し
や
す

そ
う
に
見
え
た
が
、
２
種
類
の
Ｒ
Ｎ
Ａ

R e s e a r c h  W o r k e r  Number.15
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作製に複数のステップが必要 化学合成で容易に作製 飛躍的な向上効率は低いか、極めて困難
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２
０
０
３
年
、
ヒ
ト
の
ゲ
ノ
ム
解

析
が
終
了
し
た
。
以
来
、
疾
患

と
関
連
の
あ
る
特
定
の
遺
伝
子
情
報
が

次
々
と
明
ら
か
に
な
り
、
医
学
研
究
が

ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

　

ヒ
ト
の
23
本
あ
る
染
色
体
の
う
ち
６

番
染
色
体
に
あ
る「
Ｈ
Ｌ
Ａ
」と
呼
ば
れ

る
領
域
は
、ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
中
で
も
、
多

数
の
病
気
の
発
症
を
決
定
づ
け
る
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
領
域
に
あ
る

Ｈ
Ｌ
Ａ（Hum

an Leukocyte A
ntigen

）

遺
伝
子
と
は
、
膨
大
な
種
類
が
あ
る
白

血
球
の
血
液
型
を
決
め
る
遺
伝
子
群

で
、
自
己
免
疫
疾
患
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性

疾
患
、
悪
性
腫
瘍
、
精
神
疾
患
、
感
染

症
な
ど
の
発
症
に
関
わ
る
。
中
で
も
特

に
免
疫
に
関
わ
る
情
報
を
多
く
含
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝
子
に
は
数
十

か
ら
数
百
種
類
も
の
遺
伝
子
配
列
が
あ

り
、
あ
ま
り
に
も
複
雑
な
た
め
に
解
析

基
多
型
）な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
ヒ

ト
の
30
億
塩
基
の
ゲ
ノ
ム
上
の
う
ち
約

１
０
０
０
万
カ
所
に
存
在
し
て
い
る
Ｓ

Ｎ
Ｐ
は
、
１
塩
基
だ
け
が
他
の
塩
基
に

置
き
換
わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
現
在
は

全
ゲ
ノ
ム
に
お
け
る
膨
大
な
Ｓ
Ｎ
Ｐ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ

を
Ｈ
Ｌ
Ａ
領
域
の
予
測
に
利
用
す
る
。

　

参
照
デ
ー
タ
に
含
ま
れ
る
人
数
が
多

け
れ
ば
多
い
ほ
ど
予
測
精
度
が
上
が

る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
約
５
０
０
０
人
分
の
参
照
デ
ー
タ

を
集
め
た
。
そ
の
結
果
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
の
リ
ス
ク
因
子
で
あ
る
遺
伝
子
多
型

を
見
出
す
な
ど
、
こ
の
数
年
間
に
数
々

の
重
要
な
発
見
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
人
の
参
照
デ
ー
タ
は

な
か
な
か
作
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

岡
田
随
象
講
師
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
欧
米
人
に
続
い
て
、
東
ア
ジ
ア
人

の
参
照
デ
ー
タ
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
た

発
。
日
本
人
集
団
に
特
異
的
な
Ｈ
Ｌ
Ａ

遺
伝
子
型
の
組
み
合
わ
せ
や
組
成
を
明

ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
人
種
別

の
参
照
デ
ー
タ
が
必
要
だ
と
分
か
っ
た

と
い
う（
図
１
）。

　
「
ア
ジ
ア
人
は
Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝
子
の
個

人
差
が
特
に
顕
著
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。同
じ
ア
ジ
ア
人
で
も
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
人
や
中
国
人
と
比
べ
る
と
日
本
人
は

か
な
り
の
相
違
点
が
あ
り
ま
す
。
人
類

の
歴
史
か
ら
見
る
と
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝
子

は
感
染
症
へ
の
応
答
を
決
め
て
き
た
も

の
で
、
地
域
特
異
的
な
感
染
症
や
寄
生

虫
な
ど
に
応
じ
て
地
域
ご
と
の
遺
伝
子

多
型
が
生
じ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
」

　

岡
田
講
師
は
こ
の
手
法
を
用
い
て
、

日
本
人
集
団
９
０
０
０
人
分
の
バ
セ
ド

ウ
病
の
大
規
模
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｓ（
ゲ
ノ
ム
ワ

イ
ド
関
連
解
析
）の
再
解
析
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
Ｈ
Ｌ
Ａ︲Ｄ
Ｐ
Ｂ
１
遺
伝
子

の
35
番
目
の
ア
ミ
ノ
酸
に
変
異
が
あ
っ

た
場
合
に
バ
セ
ド
ウ
病
の
発
症
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の

遺
伝
子
配
列
は
バ
セ
ド
ウ
病
の
疾
患
バ

イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
な
り
得
る（
図
２
）。

　
「
甲
状
腺
機
能
の
異
常
を
も
た
ら
す

自
己
免
疫
疾
患
の
１
つ
で
あ
る
バ
セ
ド

ウ
病
の
発
症
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝
子
が
関
連
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｈ
Ｌ

Ａ
遺
伝
子
の
ど
の
部
分
が
関
与
し
て
い

る
か
は
不
明
で
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の

解
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
」

遺
伝
統
計
学
の

人
材
育
成
に
も
注
力

　

Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝
子
は
、
疾
患
発
症
リ
ス

ク
だ
け
で
な
く
、
薬
の
副
作
用
や
効
き

や
す
さ
、
発
症
後
の
予
後
な
ど
に
も
関

わ
る
。
こ
の
領
域
の
遺
伝
子
多
型
を
調

べ
る
こ
と
で
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
に
基
づ
い
た

“
個
別
化
医
療
”の
可
能
性
も
見
え
て
く

る
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
膨
大
な
ゲ

ノ
ム
デ
ー
タ
の
中
か
ら
、
い
か
に
有
益

な
デ
ー
タ
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

か
が
鍵
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
適
切
な

解
析
と
解
釈
が
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と

岡
田
講
師
は
話
す
。

　
「
私
が
専
門
と
す
る
遺
伝
統
計
学
は
、

海
外
で
は
専
門
家
が
多
い
分
野
で
す

が
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
分
野
が
発
展
し
な
け
れ

ば
今
後
の
ゲ
ノ
ム
解
析
や
ゲ
ノ
ム
医
学

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
医
師
は
臨
床
経
験

を
通
じ
て
論
理
的
に
考
え
る
能
力
を
身

に
つ
け
て
お
り
、
本
来
数
学
が
得
意
な

人
も
多
い
で
す
の
で
、
こ
の
分
野
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

白血 球にある免 疫 情 報の複 合 体
HLA遺伝子の日本人データを作成

͓かͩɾΏ͖のΓ
����೥౦ژ大学ҩ学෦ҩ学Պଔ
ڀݚܥ����೥ಉ大学Ӄҩ学。ۀ
Պ಺Պ学専߈ത࢜՝ఔम ʢྃҩ学ത
大学ҩ学෦ෟଐژʣ。����೥౦࢜
පӃʹてॳݚظमプϩάラϜ。ͦ
のޙ、౦ژ大学ҩՊ学ڀݚॴώτ
ήϊϜղੳηンλʔ($0&Ϧαʔν
ΞιγΤΠτ、#SPBE�*OTUJUVUF、
)BSWBSE�.FEJDBM�4DIPPMʢ#SJHIBN�
BOE�8PNFO�T�)PTQJUBMʣ、೔ຊ学
ज़ৼڵձւ֎ಛผڀݚһͳͲをܦ
て、����೥ΑΓݱ৬。ڀݚ分໺は
Ҩ఻౷ܭ学。

が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
次
世
代

シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝

子
の
塩
基
配
列
を
調
べ
る
こ
と
も
可
能

だ
が
、
１
人
あ
た
り
数
万
円
も
か
か
る

な
ど
、コ
ス
ト
面
で
の
問
題
も
大
き
い
。

　
２
０
１
２
年
、米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

研
究
者
ら
が
「
Ｈ
Ｌ
Ａ
イ
ン
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
」法
と
い
う
解
析
方
法
を
開
発

し
た
。「
推
測
す
る（im

putation

）」と

い
う
意
味
を
持
つ
こ
の
手
法
で
は
、
あ

ら
か
じ
め
入
力
し
て
お
い
た
学
習
デ
ー

タ
を
参
照
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
Ｈ

Ｌ
Ａ
遺
伝
子
型
の
個
人
差
を
統
計
学
的

に
推
測
。
低
コ
ス
ト
で
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝

子
解
析
を
可
能
に
し
た
。

約
９
０
０
人
の
日
本
人
の

参
照
デ
ー
タ
を
作
成

　
Ｈ
Ｌ
Ａ
イ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
の
参

照
デ
ー
タ
と
な
る
の
は
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝

子
の
配
列
や
Ｓ
Ｎ
Ｐ（
ス
ニ
ッ
プ
：
一
塩

大学Ӄҩࣃ学૯߹ڀݚՊ�࣬ױଟ༷ੑҨ఻学分໺���岡田随象�ςχϡΞτラοΫࢣߨ

だ
、
異
な
る
人
種
の
デ
ー
タ
が
日
本
人

を
対
象
と
し
た
疾
患
発
症
リ
ス
ク
解
析

と
し
て
有
効
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
国
際
競
争
に
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
、
ど
う
し
て

も
日
本
人
集
団
の
参
照
デ
ー
タ
を
作
り

た
か
っ
た
の
で
す
」

　

岡
田
講
師
は
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
イ
ン
ピ
ュ

テ
ー
シ
ョ
ン
法
を
開
発
し
た
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
隣
の
研
究

室
に
留
学
し
て
い
た
経
験
を
持
つ
。
そ

の
際
に
足
繁
く
隣
室
に
通
っ
て
解
析
ソ

フ
ト
の
開
発
を
学
ん
だ
の
だ
と
い
う
。

　

帰
国
後
、
東
京
大
学
や
理
化
学
研
究

所
な
ど
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
約

９
０
０
人
の
日
本
人
集
団
に
よ
る
Ｈ
Ｌ

Ａ
遺
伝
子
配
列
の
参
照
デ
ー
タ
を
作

成
。
各
方
面
に
頼
み
込
ん
で
よ
り
多
く

の
デ
ー
タ
を
集
め
る
の
に
３
年
も
の
歳

月
を
費
や
し
た
。

バ
セ
ド
ウ
病
発
症
の

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
を
同
定

　
「
日
本
人
の
参
照
デ
ー
タ
を
集
め
て

よ
う
や
く
、
人
種
に
よ
る
Ｈ
Ｌ
Ａ
遺
伝

子
型
の
違
い
の
有
無
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」

　

岡
田
講
師
は
さ
ら
に
デ
ー
タ
を
解
析

す
る
た
め
、
高
次
元
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

二
次
元
化
し
て
可
視
化
す
る
手
法
も
開
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摂食嚥下リハビリテーション外
来では、食べ物を咀嚼して胃

に送るまでの機能が低下してしまっ
た人や、経管栄養の患者さんが少し
でも口から食べられるよう、摂食嚥
下機能の評価はもちろんのこと、摂
食指導を行っている。
　患者さんの 9 割程度は高齢者だが、
舌がんなどの口腔腫瘍術後の患者さ
んや、パーキンソン病、ALSなどの神
経節疾患、脳血管障害、呼吸器疾患
や頭部外傷などで、摂食嚥下機能に
障害をきたす患者さんも多い。過度
な安静や活動量の低下により摂食嚥
下機能が低下してしまう「廃用症候

群」の患者さんも少なくないと戸原
玄
はるか

診療科長は指摘する。
　「寝たきりで体を動かさないでい
ると、毎日数％の筋肉が衰えてしま
います。さらに会話も減ることにより、
心身ともに衰弱して喉の機能も衰え、
誤嚥性肺炎につながることも多々あ
ります。そのようなことを防ぐため、
当外来では摂食嚥下機能の評価や訓
練指導などに取り組んでいます。例
えば、訓練以前に、食べるときの姿
勢を正すだけで嚥下機能が大幅に回
復することもあるのです」
　毎週、月曜日から金曜日までの外
来診療とは別に、訪問診療も行って

いる。訪問診療の患者数は年間で
800人にも上る。
　「高齢者施設や在宅療養の訪問診
療の際には、実際に食事をしている
様子を観察して、介助を行うヘル
パーさんや家族に対して指導を行う
こともあります」
　訪問診療では、患者さんの病状や
生活環境などに合った治療や口腔ケ
ア方法の指導が可能となる。摂食嚥
下リハビリテーション外来では、地
域のかかりつけの医師や歯科医師、
訪問看護師やケアマネージャーなど
と連携しながら、継続した診療を進
めている。

歯学෦ෟଐපӃ
ઁ৯ᅞԼϦϋϏϦςʔγϣン֎དྷ�

外 来 と 訪 問 で 「 口 か ら 食 べ る こ と 」を サ ポ ー ト

附属病院◎診療科訪問

　

厚
生
労
働
省
に
は
、
看
護
師
資
格
を

活
か
し
て
医
療
行
政
全
般
に
携
わ
る
看

護
系
技
官
と
い
う
職
種
が
あ
る
。
習
田

由
美
子
さ
ん
は
、
現
在
、
看
護
師
国
家

試
験
や
看
護
師
養
成
所
の
教
育
な
ど
看

護
師
制
度
全
般
を
担
当
す
る
。

　

大
学
院
修
了
後
の
7
年
間
は
医
学
部

附
属
病
院
の
内
科
病
棟
で
働
い
た
が
、

「
看
護
の
質
や
提
供
体
制
を
良
く
し
た

い
」と
い
う
思
い
か
ら
厚

労
省
に
入
省
し
た
。

　
「
内
科
病
棟
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
良
く
、
充
実
し

た
職
場
で
し
た
が
、
看
護

師
た
ち
に
と
っ
て
達
成
感

に
満
ち
た
環
境
と
は
言
え

な
い
面
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
を
探
っ
て
い
く

中
で
、
学
部
時
代
に
学
ん

だ『
保
健
福
祉
行
政
論
』の
授
業
を
思
い

出
し
、
医
療
行
政
の
問
題
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

入
省
後
は
、
老
健
局
老
人
保
健
課
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
に
携
わ
っ
た
ほ

か
、
保
険
局
医
療
課
で
は
３
回
の
診
療

報
酬
改
定
を
行
っ
た
。

　
「
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
急
性
期
病

院
に
お
け
る
急
性
期
看
護
補
助
体
制
加

算
な
ど
を
創
設
し
た
の
で
す
が
、
数
年

経
っ
て『
診
療
報
酬
改
定
の
お
陰
で
看

護
補
助
者
が
配
置
さ
れ
、
看
護
業
務
に

専
念
で
き
ま
す
』と
言
わ
れ
ま
し
た
。

す
ぐ
に
結
果
の
出
る
仕
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
同
じ
看
護
職
の
環
境
改
善
に

少
し
で
も
役
立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き

た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

　

国
会
会
期
中
に
は
、
夜
を
徹
し
て
国

会
対
応
の
準
備
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
る

が
、
臨
床
現
場
と
は
違
う

や
り
が
い
を
感
じ
る
と
い

う
。
２
０
１
５
年
10
月
か

ら
施
行
さ
れ
る「
特
定
行
為

に
係
る
看
護
師
の
研
修
制

度
」に
は
、
２
０
１
４
年
か

ら
関
わ
っ
て
き
た
。

　
「
こ
の
制
度
で
研
修
を
受

講
す
れ
ば
、
手
順
書
に
基

づ
き
、
直
接
動
脈
穿
刺
に

よ
る
採
血
、
心
臓
ド
レ
ー
ン
の
抜
去
な

ど
の“
特
定
行
為
”と
呼
ば
れ
る
診
療
の

補
助
を
、
看
護
師
の
判
断
で
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
看
護
師

の
活
躍
の
機
会
が
増
え
、
例
え
ば
、
医

師
不
足
に
悩
む
老
健
施
設
な
ど
の
医
療

が
充
実
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
」

　

看
護
師
の
進
路
は
病
院
だ
け
で
は
な

い
と
、
後
輩
た
ち
が
看
護
師
資
格
を
活

か
し
て
長
く
働
け
る
よ
う
、
制
度
や
環

境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

卒業生の今
活躍する医科歯科人

医療行政の視点から
看護環境を改善したい

ް生࿑ಇলҩ੓ޢ؃ہ՝
՝௕ิࠤ

शా༝ඒࢯࢠ
Yumiko Shuda

しΎ͏ ͩɾΏみ͜
����೥౦ژҩՊࣃՊ大学ҩ学෦อ݈Ӵ生学Պޢ؃学専߈
ଔۀ。����೥ಉ大学Ӄम࢜՝ఔमྃޙ、ҩ学෦ෟଐපӃ
の಺Պප౩ʹて�೥ؒۈ຿。����೥ް生࿑ಇলʹೖলし、
ҩ੓ޢ؃ہ՝、࿝݈ہ࿝ਓอ݈՝、อࠃہݥຽ݈߁อݥ՝、
ࣾձɾԉہޢ෱جࢱ൫՝、อہݥҩ療՝をܦて����೥ΑΓ
ҩ੓ޢ؃ہ՝。

֎དྷʹはߢޱ֎Պのज़ޙのϑΥϩʔΞο
プをத৺ʹ、೥ؒ���ʙ���ਓの͞ऀױ
んがड਍͢る。Ϩンτήン΍಺ڸࢹを࢖っ
て、ઁ৯ᅞԼػೳのࠪݕ΋行͏。

΋ઁ৯࢜ՊӴ生ࣃ、の΄か、大学Ӄの学生ࢣՊҩࣃ
ᅞԼϦϋϏϦςʔγϣン֎དྷのϝンόʔとして׆༂。

かΒ৯΂ΒΕるとޱ਍療Պ௕�˕�ʮݰݪށ
い͏͜ とは、͞ऀױんの20-を大͖͘޲
্ͤ͞·͢。·ͨ、հॿ͢る家଒΍पล
ҩ療ऀの҆৺΍҆શをαϙʔτし、޾
෱ʹݙߩで͖るΑ͏ ͳҩ療を行いͨいと
ってい·͢ʯࢥ

਍療Պ௕がࣗΒ։ݪށ
ൃしͨ、ޱを։͘ྗଌ
ఆثʢಛڐग़ئதʣ。ޱ
を։͚るྗ۩߹でᅞԼ
ো֐のεΫϦʔχンάが
で る͖。

਍療Պ௕ ʢとはΒ�はるかʣݰ��ݪށ
਍療ελοϑ ��ਓʢଞՊと݉೚ʣࢣՊҩࣃ
ର৅ ৯΂るのが஗ ͳ͘っͨ、΍ͤて͖ͨ、

৯΂͜΅͢、ޱのதʹ৯΂෺が࢒る、
৯ࣄதʹΉͤる、ᙹがग़る、ᙹが૿
がごΖごΖͳる、෩अҎ֎で޴、ͨ͑
೤がग़る と͜が͋る、৯΂ʹ い͘΋の
が͋る、޴のԞʹ৯΂෺が࢒る、৯
΂෺がͭか る͑、ҿみࠐみʹ い͘、৯
΂෺΍ңӷが͢ྲྀٯる、؅ܦӫ養を
行っているが、ޱかΒ৯΂ΒΕるかͲ
͏か஌Γͨ いํ

ᅞԼػೳࠪݕ ᅞԼ଄Ө、಺ࠪݕڸࢹ
ઁ৯ᅞԼػೳ
ো֐の治療

ؒ઀܇࿅と௚઀܇࿅、ࣃՊతରԠ、
έΞ、ಛघͳิ௲తରԠʢ1"1ɿߢޱ
ઉ઀৮ิॿচʣ、ӫ養ઁऔ๏

๚໰਍療 ౦ژҩՊࣃՊ大学かΒ൒ܘ��LNҎ಺

਍療Պ%"5"

΋ઁ৯࢜ՊӴ生ࣃ、の΄か、大学Ӄの学生ࢣՊҩࣃ
ᅞԼϦϋϏϦςʔγϣン֎དྷのϝンόʔとして׆༂。
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大
学
３
年
の
時
か
ら「
英
国
で
緩
和

ケ
ア
を
学
び
た
い
」と
い
う
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
き
た
医
学
部
保
健
衛
生
学
科
看

護
学
専
攻
４
年
の
加
藤
里
沙
子
さ
ん
。

３
年
次
修
了
後
に
１
年
間
休
学
し
、
官

民
協
同
に
よ
る
支
援
事
業「
ト
ビ
タ

テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」に
応
募
。
研

修
先
を
選
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
出
願
ま
で
、

留
学
準
備
を
多
く
の
人
の
協
力
を
得
な

が
ら
自
分
で
行
い
、夢
を
実
現
さ
せ
た
。

　
「
緩
和
ケ
ア
発
祥
の
地
で
あ
る
英
国

に
は
、
疾
患
の
種
類
や
病
期
な
ど
に
か

か
わ
ら
ず
患
者
や
家
族
の
苦
痛
を
取
り

除
く
と
い
う
、
私
の
理
想
と
す
る
ケ
ア

の
理
念
が
あ
り
ま
す
」

　

英
国
で
は
、
ホ
ス
ピ
ス
で
の
研
修
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
６
カ
月
間
参

加
。
そ
の
後
、
別
の
ホ
ス
ピ
ス
で
２
週

間
の
実
習
を
行
い
、
さ
ら
に
家
庭
医
の

診
療
同
行
、
家
庭
医
対
象
の
研
修
に
参

加
し
た
。

　
「『
死
ぬ
と
き
に
苦
し
む
の
で
は
』と

不
安
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
に
、
看
護
師

は
、
眠
る
よ
う
に
亡
く
な
る
人
が
多
い

と
伝
え
た
上
で
今
後
起
こ
り
う
る
症
状

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
し

た
。
そ
ば
に
い
た
妻
が
涙
ぐ
む
と
、
患

者
さ
ん
が『
泣
く
な
』と
止
め
ま
し
た
。

そ
の
時
、
看
護
師
が『
愛
す
る
人
を
も

う
す
ぐ
失
う
か
も
し
れ
な
い
と
き
に
、

泣
く
の
は
当
然
で
し
ょ
う
』と
語
り
か

け
る
と
、
夫
婦
は
お
互
い
涙
ぐ
み
、
手

を
握
り
合
い
ま
し
た
。
こ
の
会
話
が
と

て
も
印
象
的
で
、
緩
和
ケ
ア
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
考
え
直
す
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
帰
国
後
の
加
藤
さ
ん
は
、

卒
業
後
の
進
路
に
緩
和
ケ
ア
を
選
ば
な

か
っ
た
。
医
学
部
附
属
病
院
の
外
科
病

棟
で
急
性
期
に
お
け
る
看
護
を
し
っ
か

り
と
学
び
た
い
の
だ
と
い
う
。

　
「
緩
和
ケ
ア
の
価
値
観
を
学
ぶ
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
留
学
し
ま
し
た
。
実

際
に
英
国
に
行
き
、
症
状
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、
葛
藤
を
紐
解
く
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
な
ど
学
ぶ
べ
き
課
題
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
私
自
身
が
一
人

ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
と
し
っ
か
り
向
き

合
え
る
実
力
を
身
に
つ
け
た
い
で
す
」

　

４
年
次
の
現
在
、卒
業
研
究
の
傍
ら
、

ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
１
期
生

と
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
や
雑
誌
な
ど
を
通

じ
た
留
学
の
成
果
の
発
信
に
も
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自
分
が
学
ん
だ

こ
と
を
後
輩
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

も
強
く
、「
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
な
く

さ
ず
、
留
学
と
い
う
選
択
肢
も
考
え
て

み
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

ເͩっͨཹ学を࣮ݱし
ࣗ分の進Ή΂͖ಓが
໌ΒかʹͳΓ·しͨ

খ学生の࣌ʹަ௨ނࣄʹૺい、खज़ࣨのࢣޢ؃
͞んʹ΍ し͞ し͘て΋ΒっͨݧܦかΒڵʹࢣޢ؃ຯ
をͭ࣋Α͏ʹͳっͨとい͏Ճ౻͞ん。ʮ͜ΕかΒの
ΊΒٻい৽しい役割をߴは、ΑΓ専門ੑのࢣޢ؃
ΕるΑ͏ʹͳるはͣ。έΞのεϖγϟϦετとして
の࣮ફ΍、γεςϜ؅ཧޢ؃学、ڭҭ、ڀݚͳͲ、
͋ΒΏる と͜ʹڵຯが͋Γ·͢ʯとҙཉతͩ。

ӳཹࠃ学தʹҹ৅తͩっͨのは、ग़ձっͨͪͨࢣޢ؃が、ࣄ࢓
Ҏ֎のؒ࣌をとて΋ॆ࣮ͤ͞ていͨ と͜。ʮ൴ঁͨͪをݟて、ޢ؃
では専門஌ࣝҎ֎のڭ養΋大੾ͳのͩと஌Γ、ޙࠃؼはྺ࢙΍
จ学ͳͲ΋ੵۃతʹ学ͿΑ͏ ʹしてい·͢ʯと࿩͢Ճ౻͞ん。Կࣄ
ʹ΋શྗでऔΓ૊ΉՃ౻͞んΒし͘ ΍ࣗసंͳͲΞΫςΟϒࢁొ、
ͳझຯ΋ॆ࣮ͤͨ͞いとい͏。

 医科歯科大生f ile
自ら問い、自ら導く学生たち

No.010

Risako Kato

加藤里沙子さん
医学෦อ݈Ӵੜ学科ޢ؃学専̐߈೥
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家ܗの৥ ʢྠ্ࠨ、શ௕��DNʣ
はޙԁ෦の෿௖ʹ、ਓ෺の৥ྠ
ʢ্、શ௕��DNʣは෿ٰ੢໘か
Βग़౔͞Εͨ。ࠨはഅ۩のҰछ
で͋るڸ൘෇ۻʢかがみい͖ͨͭ
ͭ͘ Θʣ。྘৭の෦分は、మʹۚ
ಔ൘をはΓ໊͚ͭͨ࢒。
ʢࢢ઒ݹߟത෺ؗଂʣ

、ਅʢ্ʣ。લํ෦はମҭؗଆۭࣸߤ෎୆Ωϟンύεのࠃ養෦の͋るڭ
෿ʢԼʣ。લํ෦ݹ௩ߖԁ෦は෱རް生౩ଆとͳる。໦ʑが生いໜる๏ޙ
ʢӈʣとޙԁ෦ʢࠨʣのؒの ͼ͘Ε෦が֬ೝで͖る。

๏ߖ௩ݹ෿
�世ޙل൒ʗશ௕����N

౦ژҩՊࣃՊ大学のաڈかΒࡏݱ·での
τϐοΫε、ΤϐιʔυをϐοΫΞοプして঺հし·͢。

［ 5 ］

緑
豊
か
な
千
葉
県
市
川
市
の
国
府
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
一
段
と
緑
深
い
一
角
が
あ
る
。

丘
の
よ
う
に
見
え
る
こ
の
場
所
は
法ほ

う
お
う
づ
か

皇
塚
古
墳
と
名
付
け
ら
れ
た
前
方
後
円
墳
で
、

昭
和
44
年
の
明
治
大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
る
発
掘
調
査
で
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

全
長
54
・
5
ｍ
、
後
円
部
の
直
径
27
ｍ
、
高
さ
5
・
7
ｍ
、

前
方
部
の
幅
35
ｍ
と
古
墳
時
代
後
期
の
千
葉
県
北
西
部
で
は
最
大
規
模
と
な
る
。

後
円
部
に
あ
る
横
穴
式
の
石
室
は
5
世
紀
以
降
に
普
及
し
た
追
葬
が
可
能
な
埋
葬
施
設
。

石
室
の
全
長
は
7
・
55
ｍ
で
木
棺
に
埋
葬
さ
れ
た
遺
体
の
ほ
か
、

武
具
や
馬
具
、
ガ
ラ
ス
玉
と
い
っ
た
装
身
具
な
ど
多
数
の
副
葬
品
が
見
つ
か
っ
た
。

豪
華
な
副
葬
品
か
ら
被
葬
者
は
ヤ
マ
ト
王
権
と
密
接
に
関
わ
る
首
長
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
出
土
品
は
、
貴
重
資
料
と
し
て
市
川
考
古
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。



  4日　医学部附属病院消防訓練
  5日　寄附講座「茨城県循環器地域医療学講座」設置に
           関する協定締結式
1 6日　ˎプレスリリース　仁科博史教授
1 7日　医療イノベ－ション推進センター
          キックオフシンポジウム
1 8日　ˎプレスリリース　石川欽也長寿・健康人生推進
          センター長
2 1日　スーパーグローバル大学等事業フォーラム「医療
          系グローバル人材育成における大学の役割と取組」
2 3日　生命倫理研究センター 研究倫理特別セミナー
           「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」
2 3日　難治疾患研究所オープンキャンパス
2 5日　卒業式
2 6日　学位記授与式
3 1日　名誉教授称号授与式・永年勤続退職者表彰式

  6日　学部入学式
  7日　大学院入学式
2 4日　ˎプレスリリース　田中光一教授　☞ P1 4参照

2 2日　第5回医学・歯学・工学連携セミナー
2 9日　ˎプレスリリース　岡田随象テニュアトラック講師
           ☞ P1 6参照
3 0日　教職員F D研修

  2日　大学院医歯学総合研究科
　　　 大学院説明会
1 0日　大学院保健衛生学研究科
　　　 大学院説明会
1 6日　ˎプレスリリース　渡瀬啓准教授
1 8日　記者懇談会
2 5日　ˎプレスリリース　渡辺守教授
2 6日　第6回医学・歯学・工学連携セミナー 

1 0日　ˎプレスリリース　岡澤均教授
1 7日　高 大 連 携〈日比 谷 高 校（7/1 7）、 豊 島 岡 女 子 学 園

高校・本郷高校・海城高校（7/2 3）、 桜蔭高校・
筑波大学附属高校（8/3）、千葉高校・水戸第一高
校（8/6）、土浦第一高校・お茶の水女子大学附属
高校（8/2 1）〉

2 4日　第7回医学・歯学・工学連携セミナー
2 4日　日本骨代謝学会学術賞（基礎系）表彰式
            【中島友紀准教授】
3 0日　オープンキャンパス（〜3 1日）
3 1日　大学発ベンチャー
　　　 内視鏡ホルダーロボット発売
          記者会見

  1日　医学部7 0年記念式典・祝賀会
  3日　教養部「夏の公開講座」開始
  6日　ˎプレスリリース　横田隆徳教授
  7日　大学発ベンチャー「レナセラピューティクス（株）」
　　    設立合同記者会見
  7日　ˎプレスリリース　稲澤譲治教授
1 2日　ˎプレスリリース　稲澤譲治教授
2 0日　医科歯科大ジュニア医学教室
2 3日　漕艇部の柳橋賢さん（医学科5年）
　　　が全日本大学選手権大会で4位
2 6日　教養部文化・芸術公開講座
　　　 「レオナルド・ブラーボと旅する
　　　 アルゼンチン」
2 7日　記者懇談会
2 9日　日本腎臓学会 若手研究者賞受賞
　　　（井上佑一氏、菊池絵梨子氏、銭谷慕子氏）
3 1日　歯学部オープンキャンパス

501*$4�ʦτϐοΫεʧ
����೥�݄かΒ�݄のओͳग़དྷࣄ

�݄

�݄

�݄

�݄

�݄

�݄

FD研修で講演する演歌歌
手の神野美伽氏。

3年連続入賞となった柳橋
賢さん。

オープンキャンパスでの熱
帯医学実習。
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�݄、大学঺հಈըが׬成し、大学ϗʔϜϖʔδ
と:PV5VCFかΒӾཡで͖るΑ͏ʹͳΓ·しͨ。ಈ
ըは�分��ඵで、大学の༝དྷʹ࢝·Γ、学௕か
Βのϝοηʔδɾڭ
ҭɾڀݚɾ਍療と
大学の֓ཁがίン
ύΫτʹ·とΊΒΕ
てい·͢。

$BNQVT���*OGPSNBUJPO�
ʦΩϟンύεɾΠンϑΥʧ

01QS世界大学ランキング2015
歯学分野で日本第1位

02医学部創立70周年

ɹຊ学は�݄��೔ʹൃද͞Εͨ分໺ผ24世ք大学ラ
ンΩンάのࣃ学分໺で೔ຊୈ�Ґ、世քୈ�Ґのߴධ
Ձを֫ಘし·しͨ。24世ք大学ランΩンάʢ24�8PSME�
6OJWFSTJUZ�3BOLJOHTʣはΫΞΫΞϨϦγϞンζʢ24ʣがຖ
೥ൃදしている大学ランΩンάで、世քで࠷΋࢖͘޿Θ
Εている大学ධՁࢦඪのͻとͭで͢。分໺ผランΩンά
ʢ24�8PSME�6OJWFSTJUZ�3BOLJOHT�CZ�4VCKFDUʣはओཁ
��学ज़分໺を໢ཏして͓Γ、ࣃ学分໺は����೥൛かΒ
৽し͘ ௥Ճ͞Ε·しͨ。্図ʹ͋ると͓Γ、ຊ学は大学ڭ
һかΒのධՁをࣔ͢"DBEFNJDの߲໨、ޏ༻ऀかΒのධ
Ձをࣔ͢&NQMPZFSの߲໨でͦΕͧΕߴいධՁを֫ಘし
ている と͜が分かΓ·͢。ಉランΩンάのҩ学分໺で΋ຊ
学はࡢ೥౓ʹҾ͖ଓ͖೔ຊୈ�Ґ、世քୈ�������Ґの
。͢·してい࣋いධՁをҡߴ

ɹ����೥�݄、౦ߴژ౳ࣃՊҩ学
ҩ学ژҩ学Պが৽ઃ͞Ε、౦ʹߍ
とͳΓ·しͨ。͜Εがߍ学専門学ࣃ
ຊ学ҩ学෦のྺ࢙の࢝·Γで͢。
�݄�೔、ҩ学෦૑ཱ��प೥ه೦ࣜ
యがླ໦ষ෉ه೦ߨಊʹて։͞࠵Ε
·しͨ。��೥ؒのԊֵの঺հのޙ、
དྷෂのํʑかΒॕࣙをい͖ͨͩ、੝
ձの͏ͪ ʹນをด͡·しͨ。

ຊ学はපؾ΍έΨʹۤしΉਓをҰਓで΋ଟͨ͘͏ٹΊ、
༷ʑͳපؾʹର͢る治療๏΍治療ༀの։ൃʹͭͳがる
༂で͖るҩ療ਓのҭ成ʹਚྗ׆Αͼ、世քதで͓ڀݚ
してい·͢。͜ΕΒのਓࡐҭ成΍׆ڀݚಈを͑ࢧるごد
ෟ͓Αͼۚجをۀا΍ݸਓのօ༷ʹืって͓Γ·͢。ҩ
療のൃలのͨΊʹ、օ༷のごཧղとごࢧԉをࣀΓ·͢Α
。͢·いਃし্͛ئ͓、͏

೴ਆܦපଶ学分໺のԣాོಙڭतʢࣸਅࠨかΒ�൪໨ʣが։ൃしͨ
৽ࢎ֩نҩༀʮϔςϩ֩ࢎʯのٕज़をԠ༻しͨϕンνϟʔۀاʮϨ
φηラϐϡʔςΟΫεࣜגձ ʢࣾҎԼ、Ϩφࣾʣʯが、ࣜגձࣾ࢈
の΋とઃཱ͞Ε·しͨ。�݄��೔ʹ�൪໨の大学ࢿのग़ߏػ৽ֵۀ

ൃϕンνϟʔとし
てশ߸त༩し·
しͨ。

未来の医療人育成に向けた
ご支援のお願い 大学紹介動画が完成 4番目の大学発ベンチャーが設立

●東京医科歯科大学基金 東京医科歯科大学募金室
　http://www.tmd.ac.jp/kikin/
　TEL：03-5803- 5009

ຊࢽのಛू߸として
行͞Εץ ʮͨҩ学෦
��೥࢙ʯがձ৔で഑
෍͞Εͨ。

�*OGPSNBUJPO� /FXT

࠙਌ձでのه೦ࡱӨ。ଟ の͘ҩ学෦ଔۀ生΍ڭ৬һがूっͨ。

�݄�೔のऀهձݟの
ຊ学ɾϨφࣾɾ。ࢠ༷
ػ�のߏػ৽ֵۀ࢈
ؔ߹ಉで行ΘΕͨ。

Ήしࣃ治療の໛ٖମݧ。 ௌ਍ثを࢖って৺Իをௌ͘。 ෲڸߢγϛϡϨʔλでのόʔνϟϧखज़。

03小中学生が医師・歯科医師の仕事を体験
ɹখ学�೥生かΒத学�೥生をର৅としͨҩ療ମݧηϛ
φʔʮҩՊࣃՊ大δϡχΞҩ学ࣨڭʯを�݄��೔ʹ։࠵し
·しͨ。ຊηϛφʔは஍Ҭݙߩɾࣾձ׆ݙߩಈのҰ؀
としてࠓ೥౓ॳΊて։͢࠵る΋ので、࣮ݚʹࡍमҩͨͪ
がٕज़܇࿅をड͚ているʮεΩϧεラϘʯで、ҩࢣɾࣃ
Պҩࢣのࣄ࢓を໛ٖମݧし·しͨ。ҩ学ܥのηϛφʔで
は、ௌ਍ثを࢖ってࣗ分の৺Իをௌいͨޙʹௌ਍γϛϡ

Ϩʔλでਖ਼ৗ৺Իとҟৗ৺Իをௌऔ͢るମݧと、ෲڸߢ
γϛϡϨʔλでᭆࢠをૢ͢࡞るମݧを行い·しͨ。ࣃ学
をࣃのηϛφʔでは、όʔνϟϧϦΞϦςΟの世քでܥ
をࢷՊ༻の߹成थࣃʹの݀ࣃっͨΉし࡟、とݧるମ࡟
٧Ί、ޫを౰ててݻΊるମݧを行い·しͨ。ࢀՃしͨ��
ਓのখத学生は೤৺ʹऔΓ૊み、وॏͳମݧがで͖ͨ、
ҩࢣを໨ࢦしͨい౳のײ૝をͤدて͘ Ε·しͨ。

ϗʔϜϖʔδかΒは
ಈըσʔλのμ΢ン
ϩʔυ΋Մೳ。

分໺ผ24世ք大学ランΩンάの1%'൛ࢿྉ
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